様式２（要領第６、７関係）

令和　年度　未来へつなぐ元気な農山村創造事業
元気な農山村創造プラン策定事業　(第○回変更)実施計画書(実施状況報告書)
１　事業実施主体     ○○○○○（令和○年○月○日設立）    　　　　

  （協議会の名称）

２　協議会代表者名     （役職）　○○　○○　　 
３　旧旧市町村名     ○○町、○○村　　　　　 
４　地域の範囲     「小学校区」、「中学校区」、「旧市町村」、「その他（　　）」から選択 
５　事務局所在地     〒○○○－○○○○　○○町△△（連絡先：○○○－○○○○）　
６　事務局担当     一般社団法人○○○○　代表：○○　○○　　　
７　協議会構成員

	協議会の構成員となる個人及び団体
	主な活動場所
	協議会における役割

	農業法人○○○○
	地域内
	 ○○○の生産、農業体験

	○○町商工会
	○○町全域
	経営指導

	(株)○○加工
	○○県○○市
	○○の加工

	(株)○○○○（追加予定）
	地域内
	○○の運営

	ＮＰＯ△△△
	地域内
	地域活性化活動

	○○中山間直接支払協定 
	地域内
	農用地の保全

	○○社会福祉協議会
	地域内
	農福連携分野

	一般社団法人○○○○
	地域内
	事務局、農地保全、高齢者見守り

	○○○自治会
	地域内
	地域資源活用

	○○　○○（地域おこし協力隊）
	地域内
	○○の商品化・販売（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ、販促活動）、地域活性化活動、移住・定住支援

	直売所○○
	地域内
	農産物の販売

	○○　○○
	地域内
	農家民宿の経営


注１）構成員となる予定の個人・団体についての記載も可とする。
　注２）協議会の規約を添付するものとする。
８　元気な農山村創造プランの概要

　(1) 目指す方向性（総論）

	目指す将来像、目標や方向、想い、その実現に向けた方法など、協議会の共通認識を記載して下さい。



　(2) 目指す方向性（各論）

	分　野
	概　　要

	地域の仕事の　創出


	　農産物に限らず、地域に存在する地域資源を活用し、地域特産物のブランド化や他分野と組み合わせた新ビジネスを創出する等、所得と雇用機会の確保を持続的に行うための方針・方向性・実施体制等を記載して下さい。　



	地域の活力の

創出


	地域内活動者の拡大、外部人材の呼び込みなどを通じて、取組に関わる者の裾野を拡大していくための方針・方向性・実施体制等を記載して下さい。



	その他
（任意）

	　農用地の保全、生活支援など、その他の分野の面から取組を実践する予定がある場合は、方針・方向性・実施体制等を記載して下さい。


   注）地域の将来ビジョン等が既に作成されている場合は、参考資料として添付すること。 

９　活動対象エリアの設定の考え方

	（記載例）２つの地域間で連携し、協議会を立ち上げようとしているところであり、地域資源を生かした産直市など、意欲的に取り組んでいるため。




10　元気な農山村創造プラン策定のための推進活動計画

　(1) 協議会等の開催計画（実績）

	開催時期
	参集範囲
	協議内容
	備考

	R○.○月上旬

R○,○月下旬

R○,○月下旬
	農林漁業者、(株)○○加工、(株)○○○○

協議会構成員

協議会構成員
	地域特産物ブランド化、新ビジネス創出に関するワークショップ

元気な農山村創造プラン(案)中間報告会

元気な農山村創造プラン承認
	


(2) 研修受講計画（実績）
	研修名
	受講者
	備考

	・「秋田県農山漁村プロデューサー養成講座AKITARISE（入門編・実践編）」

・○○○研修
	受講者の役職、氏名（所属団体名）を記入
	


(3) 地域への周知計画（実績）
	対象者
	内　　容
	備考

	○○自治会など
	協議会の取組（地域特産物のブランド化、新ビジネス創出計画）を地域住民に理解してもらう為の座談会など
	


(4) アドバイザーの招へい計画（実績）

	氏　　名
	所属・職名（または前歴等）
	内　　容
	備考

	○○　○○
	○○○
	ワークショップにて○○○について講義
	


　(5) 先進事例調査・市場調査等計画（実績）

	実施時期
	調 査 先
	参加者
	内　　容
	備考

	R○,○月下旬

R○,○月上旬

R○,○月中旬
	○○地域
○○市他

△△法人
	農業法人○○○、○○○○

○○　○○
農業法人○○○、○○○○


	以下の内容について先進事例調査を行
う。
・農泊施設「○○」、農家レストラン「○○」の開業までの経緯、経営にあたってのアドバイス等について

・○○地域の「○○」のブランド化（商品化）に至った経緯、手法について
新商品○○○の開発にあたり、販売予
定先である○○市他５市町村の市場調
査を行う。
農福連携のための必要な体制整備につ
いて先進事例調査を行う。
	


　(6) その他プラン策定に必要な事項
	実施時期
	内　　容
	備考

	
	
	


　 注１）(1)～(3)は、必須とする。
　 注２）(4)、(5)において、具体の内容を記載するのが困難な場合は、内容欄に現時点の構想を記載するのものとする。
11　事業の内容及び事業費                                                        単位：円

	区分

	内　容

	単価

	数量

	事業費

	負担内訳
	備考



	
	
	
	
	
	県
	市町村
	自己負担
	

	協議会の運営・開催
	需用費（コピー用紙等）

役務費（開催通知郵送費等）


	20,000

10,000


	3回

3回


	60,000

30,000


	30,000

15,000


	30,000

15,000


	
	

	ワークショップの開催等
	会場使用料


	10,000


	1回


	10,000


	 5,000


	 5,000


	
	

	研修の受講等
	秋田県農山漁村プロデューサー養成講座AKITA RISE（入門編・実践編）旅費
○○研修旅費
	15,000
60,000
	2人
1人
	30,000
60,000
	15,000
30,000
	15,000
30,000
	
	

	アドバイザーの招へい


	ワークショップ報償費

会場使用料


	20,000
10,000


	4人

4回


	80,000

40,000


	40,000

20,000


	40,000

20,000


	
	

	先進事例調査・市場調査等


	○○地域先進地視察謝礼

旅費（大型バス貸切代等）
○○市場調査旅費
	10,000

90,000

50,000


	1人

1台

2人


	10,000

90,000

100,000


	5,000

45,000

50,000


	5,000

45,000

50,000


	
	

	その他プラン策定に必要な事項
	
	
	
	
	
	
	
	

	計
	510,000
	255,000
	255,000
	
	


　 注）県の上限事業費は300千円

